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「2021」 

産婦人科学講座 吉里 俊幸 

 

2020 年 1 月、武漢で COVID-19 の発生直後、世界がパンデミックの嵐に飲み込まれ、我々

の行動がかくも変容すると誰が予想したであろうか。ステイホームといった言葉が流行するよ

うになったが、今に始まった訳ではなく、ニュートンがりんごの落下をヒントに万有引力の法

則を導くに至ったエピソードは、ペストの大流行下、ケンブリッジ大学を離れ、自粛生活を送

っていた時のこととされる。 

私の少ない読書歴の中から、印象に残った書物を紹介することで、この任を果たしたい。  

白 善燁著 「若き将軍の朝鮮戦争」 

 2019 年にソウルを訪れた際、親交のある The Catholic University of Korea の先生に連れら

れソウルの戦争記念館に行った。入口に、「独島」の模型が飾られ、何とも苦々しいところもあ

ったが、そこは我々との仲、朝鮮戦争とはいかなる戦争であったのかを韓国の立場から説明し

たかったのだろうと思った。著者は、朝鮮戦争の英雄で、司令官の立場から書かれた戦記だが、

ご自身の自伝的手記でもある。圧巻は、韓国軍が釜山近くまで追い詰められた多富洞での戦闘

で、正に先頭に立って突撃する場面である。 

「二日も補給がつかないのに、よく今まで頑張ってくれた。感謝の言葉もない。だがわれわ

れが下がるところはない。ここが破られれば、この国は滅び、われわれには万死が待っている。

この大韓民国を滅ぼしてはならない気持ちはみな同じである。われわれを助けに地球の裏側か

らやってきたアメリカ軍が、われわれを信じ、あんな谷底で戦っているではないか。彼らを見

捨てて、自分だけが助かろうなどということは、大韓の男子ならとても恥ずかしくてできない

ことだ。よし、四八八高地の陣地を奪回するぞ。おれが先頭だ。おれが気後れを見せたら、後

ろから撃ってくれ。すぐに突撃支援射撃が始まる。最終弾とともに突撃だ！」 

困難な状況にある時に、状況こそ違えあるべきリーダーの姿だと思う。 

藤原 てい著 「流れる星は生きている」 

 大東亜戦争末期、ソ連参戦後、満州の気象台に勤務していた夫を残し、3 人の小さな子供達を

連れて日本へ引き揚げてきた体験をもとに書かれた小説である。一般人をよそに関東軍がいち

早く撤退したこと、行動を共にした邦人家族から全財産のお金を盗まれたこと、「敵国人」であ

る現地の朝鮮人の家族から助けてもらったこと等々。母の大いなる愛、いや執念のなせる業に

圧倒され、涙なしには読むことはできなかった。「流れる星は生きている」というタイトルは、

それだけで色々なことを想像させ、作者の類まれなセンスを感じる。この本をきっかけに、当

時大変な人気作家となったが、夫である新田次郎をして、その嫉妬から作家になることを決意

させたという。 

平和な世の中に生きていることに感謝しながら、筆を置きたい。  
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企 画 展 示 開 催 中 ！ 

現在、医学図書館 2 階閲覧室で企画展示を開催しています。 

今回のテーマ 

「学生モニター企画 ～勉強のあいまに読んでみよう、自分の原点を思い出そう～」 

2021 年 8 月 31 日（火）まで開催していますので、是非、お立ち寄りください 

オススメの本には 

コメントが付いていますよ♪  
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 図書館からのお知らせ 

8 月・・・ 9 日（月）・ 15 日（日） 

9 月・・・20 日（月）・ 23 日（木） 

 
8月・9月の休館情報 

メディカルオンライン イーブックスライブラリーについて 

文献検索データベース「 メディカルオンライン」の電子書籍サービス 「イーブックスライ

ブラリー」が昨年 4 月より導入されています。 

EZproxy からアクセスすれば、学外からのアクセスも可能。 

“おうち時間“などで、ご自宅の PC からでもご利用になれますので、是非ご活用ください！ 

メディカルオンラインサイトへアクセス。

 電子書籍」のタブをクリックしてご利用く

ださい。 


